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四
―
六
月
期
は
景
気
の
回
復
度
合
い
が
や

や
上
向
い
た
。
前
期
（
一
―
三
月
期
）
は
海

外
経
済
の
減
速
や
円
高
を
背
景
に
足
踏
み
感

が
み
ら
れ
た
が
、
今
期
は
エ
コ
カ
ー
補
助
金

の
効
果
と
東
日
本
大
震
災
の
復
興
需
要
が
回

復
の
け
ん
引
役
と
な
っ
た
。
企
業
の
収
益
が

改
善
す
る
中
で
、
設
備
投
資
を
増
強
す
る
動

き
も
み
ら
れ
る
。

　

本
誌
で
は
各
地
の
シ
ン
ク
タ
ン
ク
に
地
域

の
経
済
・
雇
用
の
動
向
に
関
す
る
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
を
依
頼
し
、
四
半
期
ご
と
に
そ
の
結
果

を
ま
と
め
る
「
地
域
シ
ン
ク
タ
ン
ク
・
モ
ニ

タ
ー
調
査
」
を
実
施
し
て
い
る
。
今
回
は
二

○
一
二
年
第
２
四
半
期
（
四
―
六
月
期
）
の

実
績
と
そ
の
後（
二
○
一
二
年
七
―
九
月
期
）

の
見
通
し
を
聞
い
た
。

　

な
お
、
本
稿
は
各
モ
ニ
タ
ー
か
ら
の
報
告

を
参
考
に
本
誌
の
責
任
で
ま
と
め
た
も
の
で
、

必
ず
し
も
各
モ
ニ
タ
ー
の
見
解
と
一
致
す
る

も
の
で
は
な
い
。

※
地
域
シ
ン
ク
タ
ン
ク
・
モ
ニ
タ
ー

・
北
海
道
：(

株
）
北
海
道
二
十
一
世
紀
総

合
研
究
所
（
高
橋
功
氏　

富
田
学
氏
）

・
青
森
県
：
青
森
公
立
大
学
地
域
研
究
セ
ン

タ
ー
（
山
本
恭
逸
氏
）

・ 

茨
城
県
：（
財
）常
陽
地
域
研
究
セ
ン
タ
ー

（
荒
澤
俊
彦
氏
）

・
東
海
：(

財
）
中
部
圏
社
会
経
済
研
究
所

（
野
崎
道
哉
氏
）

・ 
近
畿
：
（
財
）
ア
ジ
ア
太
平
洋
研
究
所
（
橋

本
嘉
之
氏
）

・
中
国
：(

社
）
中
国
地
方
総
合
研
究
セ
ン

タ
ー
（
江
種
浩
文
氏
）

・
四
国
：
四
国
経
済
連
合
会(

國
宗
直
彦
氏)

・
九
州
：(

財
）
九
州
経
済
調
査
協
会
（
南

伸
太
郎
氏
）

※
本
調
査
は
二
○
一
二
年
九
月
中
旬
に
実
施
し
た
。

※
本
文
中
の
有
効
求
人
倍
率
、
鉱
工
業
生
産
指
数
な
ど
の

指
標
は
と
く
に
断
り
が
な
い
限
り
、
季
節
調
整
値
で
あ
る
。

北
海
道

外
国
人
観
光
客
数
が
過
去
最
高

水
準
に

　

北
海
道
モ
ニ
タ
ー
は
、
四
―
六
月
期
の
景

況
に
つ
い
て
、
一
―
三
月
期
か
ら
「
や
や
好

転
」
し
た
と
判
断
し
た
。
主
力
産
業
の
ひ
と

つ
の
観
光
は
東
日
本
大
震
災
の
影
響
か
ら
力

強
く
回
復
し
て
い
る
。
四
―
六
月
期
の
観
光

客
数
は
二
六
○
万
七
四
○
○
人
で
前
年
同
期

を
約
二
四
％
上
回
っ
た
。
ゴ
ー
ル
デ
ン

ウ
ィ
ー
ク
期
間
中
の
天
候
不
順
で
道
内
客
は

伸
び
悩
ん
だ
も
の
の
、
外
国
人
観
光
客
数
の

増
加
が
回
復
を
け
ん
引
し
て
い
る
。
新
千
歳

空
港
の
二
○
一
二
年
一
―
七
月
期
の
外
国
人

入
国
者
数
は
前
年
同
期
比
四
五
％
増
と
な
り
、

過
去
最
高
水
準
だ
っ
た
二
○
一
○
年
一
―
七

月
期
を
五
％
上
回
っ
た
。

　

企
業
動
向
を
み
て
も
、
タ
イ
洪
水
の
影
響

で
落
ち
込
ん
で
い
た
自
動
車
関
連
の
生
産
が

引
き
続
き
回
復
傾
向
に
あ
る
こ
と
や
外
国
人

観
光
客
の
回
復
に
伴
い
、
菓
子
メ
ー
カ
ー
な

ど
で
生
産
能
力
増
強
の
た
め
の
設
備
投
資
が

み
ら
れ
る
な
ど
堅
調
に
推
移
し
て
い
る
。

　

一
方
、
個
人
消
費
は
自
動
車
販
売
を
除
く

と
低
調
に
推
移
し
た
。
例
年
よ
り
も
雪
解
け

が
遅
く
、
四
半
期
を
通
じ
て
低
温
傾
向
が
続

い
た
こ
と
の
影
響
な
ど
か
ら
、
春
物
商
材
の

需
要
が
盛
り
上
が
ら
な
か
っ
た
こ
と
が
主
な

要
因
。
四
―
六
月
期
の
大
型
小
売
店
販
売
額

は
既
存
店
ベ
ー
ス
で
前
年
同
期
を
○
・
五
％

下
回
っ
た
。
た
だ
し
、
節
電
意
識
の
高
ま
り

か
ら
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
器
具
な
ど
関
連
商
材
で

動
き
が
み
ら
れ
た
。

　

雇
用
関
連
の
指
標
で
は
、
有
効
求
人
倍
率

（
新
規
学
卒
を
除
き
パ
ー
ト
タ
イ
ム
を
含
む

常
用
）
が
、
六
月
ま
で
二
九
カ
月
連
続
で
前

年
を
上
回
っ
て
推
移
し
た
。
医
療
・
福
祉
関

連
の
求
人
が
引
き
続
き
好
調
な
こ
と
に
加
え
、

震
災
後
落
ち
込
ん
で
い
た
流
通
や
観
光
関
連

の
求
人
も
増
加
傾
向
に
あ
る
。

　

だ
が
、
モ
ニ
タ
ー
は
「
各
種
指
標
か
ら
は

雇
用
環
境
の
好
調
さ
が
う
か
が
え
る
が
、
一

方
で
求
人
と
求
職
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
も
根
強
く
、

実
態
と
し
て
は
数
字
ほ
ど
回
復
が
進
ん
で
い

な
い
の
で
は
な
い
か
」
と
の
見
方
を
示
し
た
。

　

七
―
九
月
期
の
景
況
に
つ
い
て
は
、
四
―

六
月
期
か
ら
「
横
ば
い
」
で
推
移
す
る
と
判

断
し
た
。

　

モ
ニ
タ
ー
は
プ
ラ
ス
の
要
因
と
し
て
、
七

　

地
域
に
お
け
る
経
済
・
雇
用
の
現
状
と
課
題

〈
地
域
シ
ン
ク
タ
ン
ク
・
モ
ニ
タ
ー
調
査　

２
０
１
２
年
第
２
四
半
期
、　

第
３
四
半
期
調
査
か
ら
〉　
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月
以
降
新
千
歳
空
港
で
Ｌ
Ｃ
Ｃ
（
格
安
航
空

会
社
）
の
路
線
開
業
が
相
次
ぎ
、
道
外
観
光

客
の
増
加
が
期
待
さ
れ
る
こ
と
を
あ
げ
る
。

東
北
の
復
興
需
要
や
北
海
道
新
幹
線
の
札
幌

ま
で
の
延
伸
工
事
の
着
工
も
明
る
い
材
料
と

い
え
る
。

　

一
方
で
懸
念
さ
れ
る
の
が
、
電
力
料
金
の

値
上
げ
や
消
費
税
の
増
税
問
題
だ
。
こ
れ
ら

が
先
行
き
に
対
す
る
消
費
者
の
不
安
心
理
を

あ
お
り
、
消
費
意
欲
を
低
下
さ
せ
る
恐
れ
が

あ
る
。
さ
ら
に
今
夏
の
全
国
的
な
節
電
の
動

き
も
消
費
に
は
マ
イ
ナ
ス
と
み
ら
れ
る
。

　

雇
用
関
連
で
は
、
経
営
再
建
中
の
半
導
体

大
手
ル
ネ
サ
ス
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
グ
ル
ー

プ
に
よ
る
工
場
の
売
却
・
閉
鎖
計
画
が
北
海

道
に
も
影
を
落
と
す
。
子
会
社
の
ル
ネ
サ
ス

北
日
本
セ
ミ
コ
ン
ダ
ク
タ
の
函
館
工
場
（
七

飯
町
）
も
売
却
の
対
象
と
さ
れ
て
お
り
、
従

業
員
約
六
○
○
人
の
受
け
皿
が
求
め
ら
れ
る
。

　

青
森

雇
用
統
計
の
改
善
に
一
服
感

　

青
森
地
域
モ
ニ
タ
ー
は
四
―
六
月
期
の
地

域
経
済
を
「
横
ば
い
」
と
評
価
し
た
。

　

判
断
理
由
と
し
て
、
地
元
の
青
森
銀
行
業

況
Ｂ
Ｓ
Ｉ
を
あ
げ
、「
第
２
四
半
期
の
業
況
Ｂ

Ｓ
Ｉ
は
第
１
四
半
期
を
上
回
り
、
五
期
連
続

で
上
昇
し
て
い
る
。
し
か
し
、
業
種
で
み
る

と
波
が
あ
り
、
統
計
処
理
す
る
と
右
肩
上
が

り
に
な
る
も
の
の
、
個
々
の
業
種
は
一
進
一

退
を
繰
り
返
し
て
い
る
の
が
実
情
。
地
域
別

に
み
て
も
、
製
造
業
の
集
積
す
る
八
戸
地
区

と
そ
れ
以
外
で
は
景
況
感
が
ま
っ
た
く
異
な

り
、
五
期
連
続
の
上
昇
は
、
昨
年
の
震
災
に

よ
る
落
ち
込
み
の
反
動
が
大
き
く
影
響
し
て

い
る
」
と
の
見
方
を
示
す
。

　

七
―
九
月
期
の
経
済
見
通
し
も
、
前
期
同

様
、「
横
ば
い
」
と
判
断
を
据
え
置
い
た
。

　

理
由
と
し
て
は
、「
青
森
銀
行
業
況
Ｂ
Ｓ
Ｉ

で
は
、
第
３
四
半
期
の
見
通
し
は
一
転
し
て
、

大
幅
な
低
下
が
見
込
ま
れ
る
。
と
く
に
非
製

造
業
で
の
落
ち
込
み
が
著
し
く
、
設
備
投
資

ど
こ
ろ
で
は
な
い
事
業
所
が
多
い
。
た
だ
し
、

小
売
り
は
量
販
店
を
中
心
に
設
備
投
資
に
意

欲
的
で
あ
る
が
、
収
益
に
結
び
つ
い
て
い
る

か
は
疑
問
で
あ
る
。
一
方
、
製
造
業
は
好
調

で
あ
る
も
の
の
、
中
国
の
景
気
減
速
、
欧
州

の
景
気
停
滞
へ
の
懸
念
が
強
く
、
ト
ー
タ
ル

で
は
一
進
一
退
の
局
面
か
ら
脱
し
て
い
な

い
」
こ
と
を
指
摘
す
る
。

　

一
方
、
四
―
六
月
期
の
雇
用
に
つ
い
て
は
、

「
青
森
県
の
五
月
の
有
効
求
人
倍
率
は
前
月

よ
り
○
・
○
五
ポ
イ
ン
ト
増
の
○
・
六
三
倍

で
、
九
カ
月
連
続
で
上
昇
し
た
。
○
・
六
倍

超
え
は
、
一
九
九
一
年
一
二
月
の
○
・
六
二

倍
以
来
の
こ
と
。
し
か
し
、
六
月
に
は
一
転

し
て
減
少
に
転
じ
、
そ
の
後
も
減
少
や
横
ば

い
の
動
き
が
続
く
」
と
し
て
、
改
善
の
動
き

に
一
服
感
が
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、「
横
ば

い
」
と
し
た
。

　

七
―
九
月
期
の
雇
用
に
つ
い
て
は
、「
パ
ー

ト
を
除
く
常
用
の
新
規
求
職
者
は
七
月
も
減

少
傾
向
に
あ
り
、
有
効
求
人
倍
率
も
七
月
は

○
・
五
九
倍
で
、
全
体
と
し
て
○
・
五
倍
台

の
踊
り
場
に
入
る
可
能
性
が
あ
る
。
こ
れ
ま

で
個
人
消
費
に
支
え
ら
れ
て
き
た
業
種
が
、

雇
用
の
右
肩
上
が
り
を
支
え
て
き
た
が
、
消

費
税
や
エ
コ
カ
ー
補
助
金
終
了
な
ど
の
マ
イ

ナ
ス
材
料
が
影
響
を
及
ぼ
す
」
と
し
て
、
雇

用
を
改
善
す
る
明
る
い
材
料
に
乏
し
い
こ
と

か
ら
、
現
状
維
持
の
「
横
ば
い
」
を
選
択
し

た
。

　

茨
城

海
外
情
勢
悪
化
で
一
部
生
産
調

整
も

　

茨
城
地
域
モ
ニ
タ
ー
は
、
四
―
六
月
期
の

景
況
感
を
「
や
や
好
転
」
と
し
た
。

　

判
断
材
料
と
し
て
、
同
モ
ニ
タ
ー
が
実
施

す
る
「
茨
城
県
内
企
業
の
経
営
動
向
調
査
結

果
」（
以
下
、「
県
内
企
業
調
査
」）を
あ
げ
、「
四

―
六
月
期
の
全
産
業
の
自
社
業
況
総
合
判
断

Ｄ
Ｉ
は
、
四
ポ
イ
ン
ト
改
善
し
、「
悪
化
」
超

は
一
・
九
％
。
産
業
別
に
み
る
と
、
製
造
業

で
は
三
ポ
イ
ン
ト
改
善
し
て
「
悪
化
」
超
は

五
・
六
％
。
非
製
造
業
で
は
五
ポ
イ
ン
ト
改

善
し
「
好
転
」
超
は
一
・
二
％
に
な
る
」
と

し
て
、
統
計
面
の
改
善
が
一
段
と
進
ん
で
い

る
こ
と
を
指
摘
。
そ
の
半
面
、「
自
社
業
況
総

合
判
断
Ｄ
Ｉ
は
、
製
造
業
、
非
製
造
業
と
も

に
四
期
連
続
で
改
善
し
た
も
の
の
、
改
善
幅

は
前
期
に
比
べ
小
幅
に
と
ど
ま
る
。
エ
コ

カ
ー
補
助
金
を
追
い
風
に
、
輸
送
用
機
械
の

生
産
は
堅
調
に
推
移
す
る
も
の
の
、
全
体
と

し
て
は
震
災
か
ら
の
急
速
な
回
復
に
一
服
感

が
み
ら
れ
る
」
と
慎
重
な
見
方
も
併
記
し
た
。

　

七
―
九
月
期
の
経
済
見
通
し
に
つ
い
て
は
、

「
県
内
企
業
調
査
に
よ
る
と
、
先
行
き
は
全

産
業
で
「
悪
化
」
超
が
一
二
・
三
％
に
の
ぼ

る
。
こ
の
う
ち
、
製
造
業
は
七
ポ
イ
ン
ト
悪

化
の
「
悪
化
」
超
一
三
・
一
％
、
非
製
造
業

は
一
二
ポ
イ
ン
ト
悪
化
の「
悪
化
」超
一
一
・

六
％
と
な
る
。
企
業
の
間
で
は
、
取
引
先
の

海
外
シ
フ
ト
に
伴
う
受
注
減
や
、
個
人
消
費

に
お
け
る
復
興
需
要
の
一
巡
な
ど
が
指
摘
さ

れ
て
お
り
、
先
行
き
に
慎
重
な
見
方
が
急
速

に
広
ま
っ
て
い
る
」
と
し
て
、
前
期
の
好
調

な
流
れ
か
ら
一
転
し
て
、
来
期
は
「
悪
化
」

と
予
測
す
る
。

　

一
方
、
四
―
六
月
期
の
雇
用
に
つ
い
て
は
、

「
や
や
好
転
」
と
明
る
い
評
価
を
下
し
た
。

判
断
理
由
と
し
て
、
雇
用
統
計
の
改
善
を
指

摘
す
る
。

　
「
六
月
の
有
効
求
人
倍
率（
原
数
値
）は
○
・

七
四
倍
で
、
前
年
同
月
を
○
・
一
八
ポ
イ
ン

ト
上
回
る
。
さ
ら
に
、
新
規
求
人
倍
率
（
原

数
値
）
も
一
・
一
三
倍
と
前
年
同
月
を
○
・

二
二
ポ
イ
ン
ト
上
回
る
。
新
規
求
人
数
は
前

年
同
月
比
八
・
七
％
増
と
、
二
八
カ
月
連
続

の
増
加
を
記
録
。
雇
用
形
態
別
に
み
る
と
、

一
般
常
用
求
人
は
前
年
同
月
比
九
・
六
％
増
。

パ
ー
ト
求
人
も
前
年
同
月
比
七
・
二
％
増
と

な
る
」

　

七
―
九
月
期
の
雇
用
に
つ
い
て
は
、「
県
内

の
雇
用
情
勢
は
緩
や
か
な
が
ら
も
改
善
が
続

い
て
い
る
」
と
の
現
状
分
析
を
示
し
た
上
で
、

「
一
般
機
械
や
輸
送
用
機
械
な
ど
の
業
種
で

は
、
海
外
情
勢
の
悪
化
を
受
け
、
生
産
調
整

を
行
う
と
こ
ろ
も
み
ら
れ
る
」と
報
告
。「
先

行
き
に
つ
い
て
は
、
生
産
や
輸
出
の
弱
ま
り

を
背
景
に
、
製
造
業
の
雇
用
環
境
の
改
善
が

伸
び
悩
み
、
全
体
の
指
標
に
も
影
響
を
及
ぼ

す
可
能
性
が
あ
る
」こ
と
か
ら
、「
や
や
悪
化
」

と
の
見
通
し
を
示
し
た
。

　

東
海

七
―
九
月
期
は
景
気
の
踊
り
場
へ

　

東
海
モ
ニ
タ
ー
は
、
四
―
六
月
期
の
景
況

に
つ
い
て
、
前
期
か
ら
「
や
や
好
転
」
と
判

断
し
た
。
エ
コ
カ
ー
補
助
金
や
新
型
車
導
入

効
果
を
追
い
風
に
自
動
車
の
生
産
が
好
調
だ
。

六
月
の
輸
送
機
械
工
業
の
生
産
指
数
は
前
月

比
六
・
五
％
低
下
し
て
い
る
。
だ
が
、
モ
ニ

タ
ー
は
「
東
日
本
大
震
災
直
後
の
異
常
な
落

ち
込
み
や
タ
イ
洪
水
に
よ
る
生
産
減
少
の
影

響
を
季
節
調
整
に
よ
っ
て
十
分
に
反
映
し
き

れ
て
い
な
い
こ
と
が
背
景
に
あ
る
。
実
際
の
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生
産
は
二
○
一
二
年
四
月
を
底
に
緩
や
か
な

増
加
が
続
い
て
い
る
」
と
の
見
方
を
示
す
。

　

生
産
の
回
復
を
背
景
に
企
業
の
設
備
投
資

計
画
も
増
加
が
見
込
ま
れ
る
。
日
本
政
策
投

資
銀
行
東
海
支
店
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
愛
知
、

岐
阜
、
三
重
、
静
岡
の
東
海
四
県
の
二
○
一

二
年
度
の
設
備
投
資
計
画
は
全
産
業
で
前
年

度
比
一
九
・
二
％
増
と
な
る
。
製
造
業
で
は
、

エ
コ
カ
ー
関
連
投
資
や
震
災
に
備
え
た
生
産

体
制
再
構
築
投
資
で
増
加
す
る
輸
送
用
機
械

や
、
省
電
力
設
備
へ
置
き
換
え
が
進
む
鉄
鋼

で
増
え
た
こ
と
な
ど
か
ら
、全
体
で
同
一
七
・

六
％
増
と
二
年
連
続
で
前
年
度
を
上
回
っ
た
。

　

非
製
造
業
で
も
、
百
貨
店
大
型
改
装
が
見

込
ま
れ
る
卸
売
・
小
売
や
天
然
ガ
ス
の
安
定

供
給
・
供
給
網
整
備
に
取
り
組
む
電
力
・
ガ

ス
な
ど
で
増
え
た
こ
と
か
ら
、同
二
四
・
二
％

増
と
四
年
ぶ
り
に
増
加
し
た
。

　

一
方
、
雇
用
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。
東
海

三
県
（
愛
知
、
岐
阜
、
三
重
）
の
四
―
六
月

期
の
有
効
求
人
倍
率
は
一
・
○
四
倍
と
な
り
、

二
○
○
八
年
一
○
―
一
二
月
期
以
来
一
○
期

ぶ
り
に
一
・
○
倍
を
上
回
っ
た
。
だ
が
、
六

月
の
各
県
の
有
効
求
人
倍
率
は
横
ば
い
圏
内

で
の
推
移
。
同
月
の
新
規
求
人
倍
率
も
低
下

し
て
い
る
な
ど
足
踏
み
傾
向
が
み
ら
れ
る
。

　

七
―
九
月
期
の
景
況
に
つ
い
て
モ
ニ
タ
ー

は
、
四
―
六
月
期
か
ら
「
横
ば
い
」
で
推
移

す
る
と
み
る
。「
エ
コ
カ
ー
補
助
金
の
終
了

な
ど
、
こ
れ
ま
で
自
動
車
の
国
内
需
要
に
プ

ラ
ス
に
作
用
し
て
き
た
要
因
が
失
わ
れ
る
こ

と
も
あ
り
、
景
気
は
当
面
踊
り
場
と
な
る
と

考
え
ら
れ
る
」（
モ
ニ
タ
ー
）。

　

製
造
業
で
は
、
東
日
本
大
震
災
や
タ
イ
洪

水
か
ら
の
挽
回
生
産
が
一
服
。
個
人
消
費
は

緩
や
か
な
回
復
が
続
い
て
い
る
も
の
の
、
景

気
の
先
行
き
へ
の
不
安
、
消
費
税
増
税
な
ど

に
よ
る
家
計
へ
の
影
響
か
ら
消
費
者
マ
イ
ン

ド
は
弱
含
み
の
様
相
を
呈
し
て
い
る
。

　

モ
ニ
タ
ー
は
、
先
行
き
に
つ
い
て
、
東
日

本
大
震
災
の
本
格
的
な
復
興
計
画
の
実
施
に

よ
る
地
域
経
済
へ
の
波
及
経
過
が
期
待
で
き

る
も
の
の
、
一
方
で
、
欧
州
経
済
の
下
振
れ

に
よ
り
、
ア
メ
リ
カ
、
中
国
な
ど
ア
ジ
ア
経

済
に
と
っ
て
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
を
与
え
る
懸

念
が
あ
る
と
し
て
い
る
。

　

近
畿

最
悪
期
を
脱
し
た
製
造
業

　

近
畿
に
集
積
す
る
電
機
メ
ー
カ
ー
の
不
振

な
ど
か
ら
、
同
地
域
の
景
況
は
一
―
三
月
期

か
ら
足
踏
み
状
態
が
続
い
て
い
る
が
、
一
部

で
持
ち
な
お
し
の
動
き
も
み
ら
れ
る
。

　

六
月
の
鉱
工
業
生
産
指
数
は
前
月
比
○
・

五
％
増
の
九
一
・
九
と
な
り
、
二
カ
月
ぶ
り

に
改
善
し
た
。
東
日
本
大
震
災
直
前
の
二
月

を
一
○
○
と
し
た
場
合
の
業
種
別
指
数
を
み

る
と
、
電
子
部
品
・
デ
バ
イ
ス
工
業
は
五
月

に
底
を
う
ち
、
六
月
に
は
同
六
・
三
ポ
イ
ン

ト
改
善
の
七
一
・
一
と
な
っ
た
。
依
然
震
災

前
を
大
き
く
下
回
っ
て
い
る
も
の
の
、
モ
ニ

タ
ー
は
「
関
西
製
造
業
に
と
っ
て
の
最
悪
期

は
脱
し
た
」
と
み
て
い
る
。

　

生
産
に
回
復
の
兆
し
が
み
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
企
業
の
設
備
投
資
マ
イ
ン
ド
に
も
動
き

が
あ
っ
た
。
日
本
政
策
投
資
銀
行
が
ま
と
め

た
「
関
西
地
域
設
備
投
資
計
画
調
査
報
告
」

に
よ
る
と
、
同
地
域
に
お
け
る
二
○
一
二
年

度
の
設
備
投
資
計
画
は
、
製
造
業
で
四
年
ぶ

り
に
増
加
す
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
業
種
別

に
み
る
と
、
電
気
機
械
で
は
パ
ネ
ル
関
連
投

資
が
落
ち
込
ん
だ
こ
と
か
ら
、
前
年
同
月
比

二
六
・
九
％
減
と
大
き
く
減
少
し
た
が
、
高

機
能
性
素
材
関
連
の
増
強
投
資
や
研
究
施
設

の
新
設
、
増
設
が
相
次
ぐ
化
学
で
同
五
七
・

二
％
増
、
新
興
国
向
け
の
需
要
が
好
調
な
一

般
機
械
で
同
二
一
・
七
％
増
と
な
っ
た
。

　

住
宅
投
資
に
も
持
ち
な
お
し
の
動
き
が
み

ら
れ
る
。
六
月
の
新
設
住
宅
着
工
件
数
は
前

月
比
○
・
五
％
増
の
一
万
一
一
七
三
戸
と
な

り
、
六
カ
月
連
続
で
前
年
を
上
回
っ
た
。
不

動
産
経
済
研
究
所
が
発
表
し
た
七
月
の
マ
ン

シ
ョ
ン
契
約
率
を
み
て
も
、七
二
・
八
％
（
モ

ニ
タ
ー
に
よ
る
季
節
調
整
値
）
と
な
り
、
好

不
調
の
目
安
と
な
る
七
○
％
を
一
○
カ
月
連

続
で
上
回
っ
た
。

　

雇
用
は
わ
ず
か
な
が
ら
好
転
し
て
い
る
。

六
月
の
完
全
失
業
率
（
モ
ニ
タ
ー
に
よ
る
季

節
調
整
値
）
は
前
月
か
ら
○
・
三
ポ
イ
ン
ト

改
善
の
四
・
八
％
と
な
っ
た
。
改
善
は
二
カ

月
連
続
。
同
月
の
有
効
求
人
倍
率
も
○
・
七

六
倍
と
前
月
を
○
・
○
二
ポ
イ
ン
ト
上
回
り
、

七
カ
月
連
続
で
改
善
し
た
。
四
―
六
月
期
全

体
を
み
る
と
、
大
規
模
太
陽
光
発
電
所
の
建

設
が
本
格
化
し
た
建
設
業
や
観
光
客
が
回
復

し
つ
つ
あ
る
宿
泊
・
飲
食
サ
ー
ビ
ス
業
が
求

人
数
の
増
加
を
け
ん
引
し
た
。

　

一
方
、
モ
ニ
タ
ー
は
七
―
九
月
期
に
つ
い

て
は
、「
企
業
の
セ
ン
チ
メ
ン
ト
は
横
ば
い
か

ら
先
行
き
悪
化
の
傾
向
が
み
ら
れ
る
」
と
コ

メ
ン
ト
し
た
。
大
阪
商
工
会
議
所
と
関
西
経

済
連
合
会
が
地
域
内
の
企
業
一
七
三
三
社

（
う
ち
四
八
二
社
が
回
答
）
を
対
象
に
八
月

下
旬
か
ら
九
月
上
旬
に
か
け
て
行
っ
た
「
経

営
・
経
済
動
向
調
査
」
に
よ
る
と
、
七
―
九

月
期
の
国
内
景
気
Ｂ
Ｓ
Ｉ
（
国
内
景
気
が
前

期
と
比
べ
「
上
昇
」
と
み
る
企
業
の
割
合
か

ら
「
下
降
」
と
み
る
企
業
の
割
合
を
引
い
た

値
）
は
マ
イ
ナ
ス
九
・
九
と
な
り
、
四
―
六

月
期
よ
り
も
五
ポ
イ
ン
ト
マ
イ
ナ
ス
幅
が
拡

大
し
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
同
地
域
で
は
、
今
夏
の
電
力

需
給
ひ
っ
迫
へ
の
懸
念
か
ら
一
○
％
の
節
電

が
要
請
さ
れ
て
い
た
が
、
企
業
に
お
け
る
節

電
の
実
績
や
経
営
へ
の
影
響
は
ど
う
だ
っ
た

の
だ
ろ
う
か
。

　

大
阪
商
工
会
議
所
が
会
員
企
業
一
五
○
社

を
対
象
に
行
っ
た
調
査
結
果
に
よ
る
と
、
一

○
％
以
上
の
節
電
を
実
施
し
、
要
請
を
ク
リ

ア
し
た
企
業
の
割
合
は
五
四
・
九
％
。「
五
％

未
満
」（
一
四
・
六
％
）「
五
％
～
一
○
％
未

満
」（
二
八
・
○
％
）も
合
わ
せ
る
と
約
九
八
％

も
の
企
業
が
自
社
の
体
力
に
応
じ
て
節
電
対

応
を
し
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　

経
営
へ
の
影
響
に
つ
い
て
は
、
生
産
・
販

売
コ
ス
ト
、
人
件
費
、
売
上
高
、
経
常
利
益

面
で
は
「
ほ
ぼ
影
響
な
し
」
と
す
る
企
業
が

大
半
を
占
め
た
。
た
だ
し
、「
生
産
・
販
売
コ

ス
ト
」
に
つ
い
て
は
、
一
割
強
の
企
業
が
対

策
を
取
ら
な
い
場
合
に
比
べ
「
増
加
」
し
た

と
回
答
し
て
い
る
。

　

現
時
点
で
は
経
営
に
影
響
が
あ
っ
た
と
す

る
企
業
は
少
な
か
っ
た
も
の
の
、
今
後
も
今

夏
と
同
水
準
の
節
電
要
請
が
続
い
た
場
合
、

関
西
電
力
管
内
以
外
へ
の
事
業
所
移
転
を
検
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討
す
る
と
答
え
た
企
業
が
約
二
割
（
一
七
・

一
％
）
も
あ
っ
た
。

　

中
国

相
次
ぐ
事
業
所
閉
鎖
で
雇
用
悪
化

　

中
国
地
域
モ
ニ
タ
ー
は
、
四
―
六
月
期
の

地
域
経
済
を
「
や
や
悪
化
」
と
判
断
し
た
。

　

域
内
の
生
産
動
向
に
つ
い
て
は
、「
や
や
足

踏
み
感
が
あ
る
」と
の
見
方
を
示
し
た
。「
も

と
も
と
中
国
地
方
は
東
日
本
大
震
災
の
復
興

需
要
が
他
地
域
に
比
べ
て
少
な
い
う
え
に
、

自
動
車
の
他
地
域
へ
の
生
産
移
管
や
化
学
プ

ラ
ン
ト
で
の
相
次
ぐ
事
故
な
ど
に
よ
り
、
減

産
が
続
い
て
い
る
」
こ
と
を
報
告
。
具
体
的

に
は
、「
三
菱
自
動
車
水
島
製
作
所
で
は
、
ア

ウ
ト
ラ
ン
ダ
ー
の
生
産
を
愛
知
県
の
岡
崎
工

場
に
移
管
す
る
な
ど
、
二
○
一
二
年
は
二
七

万
台
で
前
年
比
二
○
％
減
が
見
込
ま
れ
る
。

化
学
で
も
、
昨
年
一
一
月
の
東
ソ
ー
第
二
プ

ラ
ン
ト
で
の
爆
発
に
続
き
、
今
年
四
月
に
は

三
井
化
学
岩
国
大
竹
工
場
の
プ
ラ
ン
ト
で
爆

発
が
起
き
、
隣
接
す
る
工
場
も
損
傷
し
た
。

こ
れ
ら
を
含
む
数
工
場
が
現
在
も
稼
働
を
停

止
し
て
い
る
」
こ
と
を
指
摘
す
る
。

　

設
備
投
資
や
個
人
消
費
に
つ
い
て
は
、「
節

電
対
策
商
品
が
好
調
を
維
持
し
て
い
る
も
の

の
、
企
業
の
資
金
需
要
に
は
慎
重
さ
が
み
ら

れ
、
大
規
模
な
設
備
投
資
に
は
つ
な
が
っ
て

い
な
い
」
と
分
析
。「
エ
コ
カ
ー
補
助
金
の

効
果
を
受
け
た
生
産
や
設
備
投
資
、
個
人
消

費
の
持
ち
直
し
に
も
力
強
さ
が
見
ら
れ
な

い
」
こ
と
を
判
断
理
由
に
あ
げ
た
。

　

七
―
九
月
期
の
経
済
見
通
し
に
つ
い
て
は
、

①
民
間
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
欧
州
の
金
融
不

安
や
エ
コ
カ
ー
補
助
金
終
了
へ
の
懸
念
な
ど

で
、
製
造
業
が
多
い
中
国
地
方
で
は
先
行
き

を
懸
念
す
る
声
が
強
ま
っ
て
い
る
②
新
型
車

の
生
産
が
好
調
な
自
動
車
関
連
や
節
電
関
連

の
設
備
投
資
の
回
復
な
ど
で
、
改
善
の
傾
向

が
続
く
企
業
も
あ
り
、
受
注
が
確
保
で
き
て

い
る
場
合
に
は
引
き
続
き
上
向
く
気
配
も
あ

る
③
円
高
や
原
料
費
の
高
騰
な
ど
の
要
因
に

加
え
、
外
需
の
低
調
さ
に
よ
る
輸
出
減
が
影

を
落
と
す
可
能
性
が
高
い
④
広
島
都
市
圏
の

調
査
で
も
、
自
動
車
は
比
較
的
好
調
で
あ
る

も
の
の
、
食
品
や
機
械
・
金
属
製
品
で
景
況

感
が
低
下
し
て
お
り
、
内
需
・
外
需
と
も
先

行
き
に
不
安
を
抱
え
て
い
る
―
―
こ
と
を
あ

げ
て
、
プ
ラ
ス
・
マ
イ
ナ
ス
材
料
を
総
合
的

に
判
断
し
、「
横
ば
い
」
を
選
択
し
た
。

　

一
方
、
四
―
六
月
期
の
雇
用
動
向
は
、「
中

国
地
域
の
中
で
も
、
企
業
の
新
規
求
人
動
向

で
明
暗
が
分
か
れ
た
。
広
島
県
で
は
医
療
・

福
祉
や
サ
ー
ビ
ス
業
の
一
部
で
求
人
が
伸
び

た
が
、
製
造
業
で
大
き
く
下
げ
た
（
六
月
は

前
年
同
月
比
二
○
％
超
の
悪
化
）。
こ
れ
は
、

円
高
や
欧
州
の
経
済
危
機
の
影
響
に
よ
り
、

自
動
車
や
造
船
な
ど
の
輸
出
産
業
が
打
撃
を

受
け
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
、
中
国

地
方
全
体
で
み
て
も
、有
効
求
人
倍
率
は
○
・

九
三
倍
（
五
月
）
と
持
ち
直
し
の
動
き
が
続

い
て
い
る
も
の
の
、
正
社
員
の
有
効
求
人
倍

率
は
各
県
と
も
に
低
水
準
で
推
移
し
て
お
り
、

正
社
員
や
新
卒
者
の
雇
用
に
関
す
る
慎
重
さ

が
緩
和
さ
れ
て
お
ら
ず
、
依
然
と
し
て
厳
し

い
状
況
が
続
い
て
い
る
」
こ
と
か
ら
、
現
状

維
持
の
「
横
ば
い
」
と
し
た
。

　

七
―
九
月
期
の
雇
用
は
、
こ
れ
ま
で
の
判

断
を
一
段
引
き
下
げ
、「
や
や
悪
化
」
と
し
た
。

そ
の
背
景
に
は
、
域
内
に
お
け
る
相
次
ぐ
事

業
所
閉
鎖
が
あ
る
。

　
「
域
内
の
大
型
事
業
所
で
は
再
編
・
閉
鎖

が
続
い
て
お
り
、
七
月
に
も
ル
ネ
サ
ス
柳
井

セ
ミ
コ
ン
ダ
ク
タ
が
三
年
以
内
に
売
却
・
閉

鎖
す
る
方
針
を
決
定
し
た
。
今
年
二
月
の
エ

ル
ピ
ー
ダ
メ
モ
リ
の
経
営
破
綻
に
続
い
て
、

中
国
地
方
の
半
導
体
生
産
拠
点
が
相
次
い
で

姿
を
消
す
こ
と
に
な
る
。
サ
ー
ビ
ス
業
で
も
、

そ
ご
う
呉
店
が
二
○
一
三
年
一
月
末
で
の
閉

店
を
決
定
し
た
。
同
店
舗
は
駅
前
に
立
地
し
、

『
地
域
の
顔
』
と
し
て
長
年
親
し
ま
れ
て
き

た
も
の
の
、
そ
こ
で
働
く
従
業
員
は
配
置
転

換
や
契
約
終
了
と
な
る
。
こ
う
し
た
動
き
も

あ
り
、
域
内
企
業
の
新
規
採
用
は
絞
り
込
み

が
強
ま
り
、
特
に
高
卒
採
用
へ
の
影
響
が
大

き
く
な
っ
て
い
る
。
製
造
業
で
は
、
シ
ャ
ー

プ
や
エ
ル
ピ
ー
ダ
メ
モ
リ
で
の
採
用
は
見
送

ら
れ
、
マ
ツ
ダ
で
も
大
幅
減
と
な
り
、
広
島

県
の
製
造
業
で
は
二
二
・
五
％
の
採
用
減
と

な
る
。
岡
山
県
で
も
自
動
車
や
鉄
鋼
の
採
用

減
が
響
き
一
○
・
七
％
減
と
な
る
」
な
ど
と

し
て
い
る
。

　

四
国

生
産
で
持
ち
な
お
し
の
動
き

　

四
国
の
生
産
活
動
は
緩
や
か
な
持
ち
直
し

の
動
き
が
み
ら
れ
た
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
向

け
の
需
要
が
拡
大
し
て
い
る
電
気
機
械
や
薬

価
改
定
前
の
買
い
控
え
が
終
了
し
、
医
薬
品

需
要
が
回
復
し
つ
つ
あ
る
化
学
工
業
で
増
加

し
た
こ
と
か
ら
、
四
―
六
月
期
の
鉱
工
業
生

産
指
数
は
前
期
比
二
・
八
％
増
の
一
○
二
・

一
と
な
っ
た
。

　

個
人
消
費
を
み
る
と
、
エ
コ
カ
ー
補
助
金

制
度
の
効
果
で
同
期
の
乗
用
車
新
車
登
録
・

届
出
台
数
は
前
年
同
月
比
七
七
・
二
％
増
と

前
年
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
る
が
、
大
型
小

売
店
販
売
額
は
同
一
・
七
％
減
、
新
設
住
宅

着
工
戸
数
は
同
七
・
六
％
減
と
い
ず
れ
も
前

年
を
割
り
込
ん
だ
。

　

以
上
の
よ
う
に
個
人
消
費
で
弱
い
動
き
が

み
ら
れ
る
も
の
の
、
生
産
面
が
持
ち
直
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
同
地
域
モ
ニ
タ
ー
は
四
―

六
月
期
の
景
況
に
つ
い
て
、
一
―
三
月
期
か

ら
「
や
や
好
転
」
し
た
と
判
断
し
た
。

　

一
方
、
雇
用
に
つ
い
て
は
、「
横
ば
い
」
で

推
移
と
し
た
。
四
―
六
月
期
の
有
効
求
人
倍

率
も
○
・
八
五
倍
と
一
―
三
月
期
か
ら
横
ば

い
で
推
移
。
新
規
求
人
数
（
原
数
値
）
は
前

年
を
上
回
っ
て
い
る
も
の
の
持
ち
な
お
し
の

動
き
が
鈍
く
な
っ
て
い
る
。

　

七
―
九
月
期
に
つ
い
て
、
モ
ニ
タ
ー
は
四

―
六
月
期
よ
り
「
や
や
悪
化
」
す
る
と
み
て

い
る
。
モ
ニ
タ
ー
が
四
国
に
本
社
を
置
く
企

業
、
四
二
四
社
を
対
象
に
九
月
に
実
施
し
た

「
景
気
動
向
調
査
」
に
よ
る
と
、景
気
が
「
既

に
回
復
」
ま
た
は
「
回
復
傾
向
」
と
み
る
企

業
の
割
合
は
前
回
六
月
調
査
か
ら
ほ
ぼ
横
ば

い
だ
っ
た
。
一
方
、「
下
降
」
と
み
る
割
合
は

二
％
か
ら
七
％
に
増
加
し
て
お
り
、
景
気
の

回
復
感
に
足
踏
み
感
が
表
れ
は
じ
め
て
い
る
。

　

七
月
の
主
な
経
済
指
標
を
み
て
も
、
エ
コ

カ
ー
補
助
金
制
度
の
効
果
が
続
く
乗
用
車
新

車
登
録
・
届
出
台
数
は
底
堅
い
動
き
が
続
い
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て
い
る
も
の
の
、
新
設
住
宅
着
工
戸
数
や
公

共
工
事
請
負
金
額
な
ど
ほ
と
ん
ど
の
項
目
で

前
年
割
れ
と
な
っ
た
。

　

四
国
財
務
局
は
管
内
企
業
の
生
産
活
動
の

課
題
と
し
て
、
主
力
産
業
の
ひ
と
つ
の
造
船

業
で
二
○
一
四
年
以
降
、
深
刻
な
需
給
悪
化

が
予
想
さ
れ
る
こ
と
を
あ
げ
て
い
る
。
国
内

の
造
船
業
界
は
、
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
前

の
大
量
発
注
に
よ
る
新
造
船
が
引
き
渡
し
期

を
迎
え
、
供
給
過
剰
気
味
と
な
っ
て
い
る
。

今
後
、
二
年
程
度
は
受
注
残
を
抱
え
て
い
る

も
の
の
、
新
規
受
注
の
獲
得
は
厳
し
い
状
況

だ
。

　

四
国
財
務
局
は
、
こ
う
し
た
中
で
、
造
船

以
外
の
受
注
獲
得
に
向
け
た
企
業
の
動
き
を

紹
介
し
た
。
あ
る
船
体
ブ
ロ
ッ
ク
メ
ー
カ
ー

で
は
、
橋
梁
工
事
や
東
日
本
大
震
災
以
降
増

加
傾
向
に
あ
る
自
治
体
の
防
災
工
事
に
対
応

す
る
た
め
、
公
共
事
業
部
門
を
新
設
。
造
船

で
培
っ
た
鋼
板
加
工
技
術
を
活
用
し
て
、
建

設
資
材
の
生
産
に
参
入
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
船
舶
総
合
電
気
メ
ー
カ
ー
で
は
、

造
船
部
門
へ
の
特
化
か
ら
脱
す
る
た
め
、
ビ

ル
の
受
変
電
な
ど
の
プ
ラ
ン
ト
の
受
注
比
率

を
高
め
る
。

　

九
州

個
人
消
費
や
半
導
体
生
産
が
減
速

　

九
州
地
域
モ
ニ
タ
ー
は
、
四
―
六
月
期
の

地
域
経
済
を
「
や
や
好
転
」
と
し
た
。

　

企
業
の
生
産
活
動
に
つ
い
て
は
、「
二
○
一

二
年
四
―
六
月
期
の
鉱
工
業
生
産
指
数
は
前

期
比
マ
イ
ナ
ス
二
・
五
％
（
一
○
四
・
三
）

と
、
三
カ
月
連
続
の
減
少
と
な
る
。
分
野
別

に
は
、
一
般
機
械
、
電
子
・
デ
バ
イ
ス
な
ど

が
マ
イ
ナ
ス
要
因
と
な
る
。
そ
の
一
方
、
素

材
は
比
較
的
好
調
で
、
鉄
鋼
は
自
動
車
生
産

の
伸
び
に
伴
い
回
復
傾
向
に
あ
る
。
化
学
も

二
期
連
続
の
プ
ラ
ス
と
な
る
」
こ
と
を
指
摘
。

併
せ
て
、
九
州
経
済
を
け
ん
引
す
る
自
動
車

に
つ
い
て
も
、「
エ
コ
カ
ー
購
入
補
助
金
終
了

の
影
響
も
考
え
ら
れ
る
が
、
主
力
輸
出
先
で

あ
る
米
国
市
場
は
好
調
で
、
高
水
準
な
生
産

を
維
持
す
る
」
こ
と
も
紹
介
す
る
。

　

一
方
、
民
間
設
備
投
資
は
今
期
か
ら
の
回

復
を
予
測
し
て
い
た
も
の
の
、「
振
る
わ
な
い

結
果
に
終
わ
っ
た
」
と
報
告
。
投
資
が
伸
び

悩
む
背
景
と
し
て
、
企
業
の
設
備
投
資
マ
イ

ン
ド
が
低
下
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。

　

期
待
さ
れ
る
個
人
消
費
に
つ
い
て
は
、「
前

期
に
底
堅
い
動
き
と
な
っ
た
内
需
は
、
今
期

も
景
気
を
下
支
え
し
て
い
る
。
エ
コ
カ
ー
補

助
金
の
追
い
風
を
受
け
、
四
―
六
月
期
の
登

録
車
数
は
前
年
比
六
七
・
四
％
増
と
、
三
期

連
続
の
プ
ラ
ス
を
維
持
し
て
い
る
」
こ
と
を

紹
介
し
た
。

　

七
―
九
月
期
の
経
済
見
通
し
は
、
個
人
消

費
や
半
導
体
生
産
が
減
速
す
る
と
し
て
、「
横

ば
い
」
を
選
択
し
た
。

　
「
来
期
以
降
、
現
在
の
回
復
傾
向
か
ら
の

変
調
が
懸
念
さ
れ
る
。
要
因
の
ひ
と
つ
は
、

個
人
消
費
の
落
ち
込
み
で
あ
る
。
現
在
、
個

人
消
費
を
下
支
え
し
て
い
る
乗
用
車
販
売
は
、

九
月
以
降
マ
イ
ナ
ス
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
。

エ
コ
カ
ー
補
助
金
終
了
後
、
落
ち
込
み
が
確

実
視
さ
れ
る
だ
け
に
、
そ
の
落
ち
幅
が
焦
点

と
な
る
。
今
回
の
エ
コ
カ
ー
購
入
補
助
金
終

了
時
の
登
録
台
数
の
落
ち
込
み
が
、
前
回
終

了
時
（
二
○
一
○
年
一
○
月
以
降
）
と
同
じ

傾
向
に
な
る
と
仮
定
す
る
と
、
二
○
一
二
年

七
―
九
月
期
の
登
録
台
数
は
前
年
比
二
○
％

前
後
ま
で
増
加
幅
が
縮
小
。
一
○
―
一
二
月

期
は
前
年
比
三
○
％
減
の
マ
イ
ナ
ス
に
転
じ

る
可
能
性
が
あ
る
」「
半
導
体
生
産
の
先
行
き

も
不
透
明
で
、
海
外
需
要
の
減
速
か
ら
、
来

期
以
降
は
生
産
活
動
の
マ
イ
ナ
ス
要
因
と
な

る
可
能
性
が
あ
る
」
こ
と
を
指
摘
す
る
。

　

一
方
、
雇
用
動
向
に
つ
い
て
は
、「
七
月
の

有
効
求
人
倍
率（
九
州
七
県
・
季
節
調
整
値
）

は
、
引
き
続
き
○
・
七
倍
を
超
え
た
も
の
の
、

二
年
七
カ
月
ぶ
り
に
前
月
比
で
マ
イ
ナ
ス
に

転
じ
た
。
産
業
別
に
新
規
求
人
を
み
る
と
、

卸
売
業
・
小
売
業
（
前
年
比
一
七
・
二
％
）、

宿
泊
業
・
飲
食
サ
ー
ビ
ス
業（
同
一
六
・
四
％
）

で
伸
び
て
い
る
も
の
の
、
製
造
業
に
お
い
て

は
鹿
児
島
県
を
除
く
全
県
で
落
ち
込
み
、
同

マ
イ
ナ
ス
一
四
・
七
％
と
な
る
」
こ
と
を
あ

げ
た
う
え
で
、「
横
ば
い
」
と
判
断
し
た
。

　

七
―
九
月
期
の
雇
用
も
、「
先
行
指
標
で
あ

る
パ
ー
ト
タ
イ
ム
月
間
有
効
求
人
数
（
九
州

七
県
・
季
節
調
整
値
）
は
増
加
し
て
い
る
も

の
の
、
前
年
比
で
は
伸
び
が
鈍
化
し
た
。
所

定
外
労
働
時
間
数
（
九
州
七
県
）
は
再
び
前

年
を
大
き
く
下
回
る
状
況
に
な
る
」
こ
と
か

ら
、
こ
れ
ま
で
の
動
き
に
大
き
な
変
化
は
な

い
と
し
て
、「
横
ば
い
」
を
選
択
し
た
。

（
調
査
・
解
析
部
　
米
島
康
雄
　
遠
藤
彰
）


